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一
般
会
計
の
歳
入
は
67
億
１
３
３
万
円
、
歳
出
は
63
億
８
２
０
６
万
円
で
、
比
較
的
大
型

事
業
で
あ
っ
た
農
林
業
関
係
補
助
事
業
や
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
が
平
成
27
年
度
に

終
了
し
た
こ
と
で
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
。

全文は塙町ホームページ→各課情報→その他関係機関→塙町監査に掲載

　

滞
納
管
理
に
関
し
て
は
こ
こ

５
年
間
に
お
い
て
収
入
未
済
額

が
約
30
％
減
少
、
不
納
欠
損
処

理
額
も
少
額
傾
向
に
あ
り
改
善

著
し
く
、
こ
れ
は
特
に
担
当
部

門
に
よ
る
継
続
的
な
努
力
の
成

果
と
認
め
る
。

　

ま
た
、
不
納
欠
損
処
理
に
つ

い
て
は
安
易
な
処
理
を
避
け
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
一
方

で
徹
底
し
た
調
査
の
結
果
回
収

不
能
と
さ
れ
る
債
権
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
制
度
の
活
用
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

　

国
保
税
の
滞
納
額
は
減
少
し

つ
つ
も
１
億
円
超
と
以
前
多
額

に
上
っ
て
お
り
、
ま
た
公
共
下

水
の
受
益
者
負
担
金
も
長
期
化

し
不
納
欠
損
も
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
一
段
の
整
理
回
収
努

力
を
要
す
る
。

　

供
給
原
価
率
が
示
す
と
お
り

「
高
コ
ス
ト
・
低
料
金
」
と
い

う
不
採
算
構
造
の
改
善
に
は
不

十
分
で
あ
り
、
よ
り
踏
込
ん
だ

対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　

更
な
る
料
金
収
納
向
上
策
、

経
費
節
減
策
と
並
行
し
て
水
道

料
金
の
見
直
し
は
不
可
避
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

当
町
の
財
政
力
に
関
し
て
は

歳
入
に
お
い
て
税
収
等
自
主
財

源
の
増
加
が
見
ら
れ
ず
、
依
然

地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
に

依
存
す
る
体
質
が
続
き
財
政
力

指
数
も
低
水
準
に
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
の
傾
向

と
し
て
町
債
等
の
実
質
負
担
が

減
少
し
つ
つ
一
方
で
財
政
調
整

基
金
等
積
立
基
金
の
増
加
に
よ

り
実
質
公
債
費
や
将
来
負
担
比

率
も
年
々
改
善
し
て
お
り
町
財

政
の
健
全
性
に
関
し
て
は
当
面

不
安
な
い
状
況
と
判
断
で
き

る
。

（
決
算
意
見
書
か
ら
一
部
抜
粋
）

監査委員
の
意見

健
全
財
政
の
確
保
と

内
部
統
制
の
充
実
を

収
入
未
済
額
５
年
間
で
約
30
％
減
少

さ
ら
な
る
整
理
回
収
努
力
を

水
道
料
金
の
見
直
し
は
不
可
避

町
財
政
の
健
全
性
当
面
不
安
な
し

石川代表監査員

　
　

成
28
年
度
の
決
算
総
額（
一

　
　

般
会
計
・
特
別
会
計
）
は

歳
入
94
億
５
７
０
６
万
円
、
歳

出
90
億
24
万
円
と
な
っ
た
。
町

の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

は
、年
度
中
取
り
崩
し
が
な
く
、

１
億
４
７
６
４
万
円
積
立
て
過

去
最
高
額
の
14
億
４
７
５
４
万

円
と
な
っ
た
。

　
　

金
で
あ
る
町
債
は
、
新
規

　
　

の
大
型
事
業
が
少
な
く

借
入
額
が
少
額
だ
っ
た
た
め
、

４
億
１
２
２
０
万
円
と
前
年
度

を
４
億
１
３
８
０
万
円
下
回
っ

た
。
前
年
度
に
、
道
の
駅
や
一

般
廃
棄
物
処
理
事
業
（
衛
生

組
合
）
な
ど
の　

元
利
償
還

金
（
町
債
の
返
済
）
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
町
債
残
高
は

87
億
９
２
１
２
万
円
と
な
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
約
７
割
は
交

付
税
措
置
対
象
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
返
済
額
が
事
実
上
緩
和

さ
れ
て
い
る
。

　
　

収
入
の
根
幹
で
あ
る
町
税

　
　

は
９
億
１
１
２
５
万
円
で

前
年
度
を
３
４
３
万
円
上
回

り
、
町
税
収
入
は
６
年
連
続
増

加
し
た
。
し
か
し
、
滞
納
額
は

１
９
２
万
円
増
加
し
、
収
納
率

は
０
・
09
ポ
イ
ン
ト
下
回
り

90
・
８
％
と
な
っ
た
。
一
方
、

全
体
の
滞
納
額
は
前
年
度
に
比

べ
４
４
７
万
円
減
少
し
、　

不

納
欠
損
額
は
２
８
６
万
円
で
平

成
22
年
度
以
降
も
っ
と
も
少
な

い
額
と
な
っ
た
。

　
　

・
27
年
度
に
90
％
を
超
過

　
　

し
た　

経
常
収
支
比
率

は
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
の
軽
減
な
ど
に
よ
り
86
・

６
％
と
や
や
好
転
し
た
が
未
だ

高
い
水
準
に
な
っ
て
い
る
。

　

元
利
償
還
金

町
債
の
返
済
の
た
め
の
、
借
り

た
お
金
（
元
金
）
と
、
そ
れ
に

対
す
る
利
子
を
支
払
う
金
額
の

こ
と

財政健全化比率
（単位：％）

健全化判断比率 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 ― ― ― ― 15

連結実質赤字比率 ― ― ― ― 20

実質公債費比率 7.1 7.5 8.2 8.6 25

将 来 負 担 比 率 10.1 19.7 22.9 16.9 350
※比較欄の「―」は実質赤字額、連結実質赤字額がないため該当しないことを表す

　

不
納
欠
損
額　

滞
納
額
（
収
入
未
済
額
）
の
う

ち
将
来
に
わ
た
り
納
入
さ
れ
る

見
込
み
が
な
い
も
の
や
一
定
期

間
を
経
過
し
た
も
の
な
ど
、
支

払
義
務
が
消
滅
し
た
も
の
。

≪決算状況の推移≫
平成28年度 平成28年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度

町税 9億1125万円 9億782万円 8億8187万円 8億7992万円 8億4946万円

経常収支比率 86.6% 93.0% 90.3% 86.5% 84.5%

町債（上水道事業含む）残高 87億9212万円 91億5605万円 91億2666万円 91億6158万円 94億8357万円

財政調整基金残高（貯金） 14億4754万円 12億9990万円 13億109万円 13億1654万円 11億6643万円

　経常収支比率：自治体が自由に使えるお金のうち、人件費や扶助費、借金返済に充てる公債
費など、避けられない必要な経費が占める割合。値が低いほど、独自の政策に使えるお金が多
いことを示す。70～80％「適正」、90％以上は「硬直化している」

一般会計決算の内訳

平平

町町

？

？

？？

　？

収　入
（歳入）
67億133万円

支　出
（歳出）
63億8,206万円

消防費
2億2,231万円

3.5％

商工費1億327 万円 1.6％議会費
7,163万円

1.1％

土木費
5億8,462万円
 9.2％

地方交付税
27億6,073万円
41.2％

県支出金
7億449万円
10.5％

町税
9億1,124万円
13.6％

労働費227万円 0.0％

災害復旧費
1,537 万円 0.2％

公債費
6億473万円
9.5％

民生費
10億9,234万円
17.1％

教育費
7億2,376万円
11.3％

農林水産費
10億757万円
15.8％

衛生費
6億489万円
9.5％

総務費
13億4,930万円
21.1％

国庫支出金
5億4,811万円
8.2％

諸収入
5億3,592万円
8.0％

繰越金
3億9,592万円5.9％

町債
3億9,120万円5.8％

地方消費税交付金
1億5,452万円2.3％

繰入金 9,044万1.4％

使用料及び手数料
7,152万円1.1％

地方贈与税
5,136万円0.8％ 財産収入 3,172万円0.5％

分担金及び負担金
2,525万円0.4％

寄附金 1,214万円0.2％

その他交付金
1699万円0.1％

借借

262626

？
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９月
定例会

９月定例会の
あらまし

　

９
月
定
例
会
は
９
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
・
２
日
目
に
、
条
例
６
件
、
平
成
29
年
度
会
計
補
正
予
算
７
件
、
平
成
28
年
度
会
計
決
算
認
定
８
件
を
上
程
し
、
決
算
認
定
を
予
算

決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

第
３
・
４
日
目
に
、
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
常
豊
小
学
校
跡
地
利
用
な
ど
を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
５
日
目
、
予
算
執
行
の
適
正
化
や
行
政
効
果
を
審
議
す
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
下
水
道
事
業
決
算
で
賛
否
が
分
か
れ
２
議
員

が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
書
と
留
保
し
た
少
数
意
見
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
下
水
道
事
業
決
算
に
つ
い
て
３
議

員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
追
加
提
出
さ
れ
た
契
約
１
件
、
報
告
２
件
、
意
見
書
１
件
、
監
査
請
求
に
関

す
る
決
議
、
を
含
め
他
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

更
に
積
み
増
し
最
高
額

財
政
調
整
基
金

２８年度決算

認定



 

Ｑ
　

電
子
申
告
の
利
用
状

況
は

　議長を除く 13 名の議員で構成する予算決算常任委員会で、

一般質問・特別会計等８決算を慎重に審査しました。委員会の

質疑の中からいくつかを要約してお伝えします。

効
率
化
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か

引
続
き
利
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い

電子申告Ｑ
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

を
年
間
50
基
設
置
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
。

交
換
基
数
を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
で
は

予
算
の
範
囲
内
で
進
め
た
い

LED防犯灯

Ａ
　

県
の
広
報
な
ど
か
ら

企
業
へ
働
き
か
け
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
確
保
に

向
け
て
町
と
し
て
も
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

勧
誘
、加
入
促
進
は
し
て
い
る
の
か

確
保
に
向
け
て
働
き
か
け
た
い

消防団員

Ｑ
　

利
用
実
績
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
利
用
実
績
は

来
訪
者
数
が
前
年
度
の
３
倍
強

コミプラＱ
　

具
体
的
な
成
果
は
。

観
光
交
流
の
業
務
委
託
の
成
果
は

実
績
報
告
で
成
果
の
把
握

業務委託

Ｑ
　

補
助
金
の
使
い
道

は
。

地
方
創
生
加
速
化
事
業
補
助
金
の
使
い
道
は

竹
パ
ウ
ダ
ー
製
造
や
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入

地方創生

Ｑ
　

ダ
リ
ア
の
補
助
金
額

と
売
上
は
。

補
助
金
の
成
果
は

塙
の
ダ
リ
ア
は
全
国
へ
出
荷

ダリアＱ
　

有
収
率
は
前
年
度
よ

り
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

77
・
１
％
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
対
策
は
。

Ａ
　

計
画
的
に
配
管
を
更

新
し
、
有
収
率
が
低
い
一

番
の
原
因
で
あ
る
漏
水
を

防
止
し
て
い
き
た
い
。

低
い
有
収
率
の
対
策
見
通
し
は

計
画
的
な
配
管
の
更
新
を
予
定

漏水対策

質

　

疑

Ａ
　

給
与
支
払
報
告
書
が

５
２
９
９
件
中
１
９
０
４

件
、
公
的
年
金
支
払
報
告

書
４
７
２
０
件
中
４
７
０

６
件
、
法
人
市
町
村
民

税
２
９
０
件
中
２
０
０

件
、
固
定
資
産
税
の
償
却

資
産
申
告
３
５
６
件
中
67

件
、
個
人
所
得
確
定
申
告

１
９
１
３
件
中
５
７
３
件

が
電
子
申
告
で
提
出
さ
れ

て
い
る
。

Ｑ
　

効
率
化
は
図
ら
れ
て

い
る
の
と
思
う
か
。

Ａ
　

ま
だ
ま
だ
少
な
い
数

字
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
利
用
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

Ａ
　

３
年
前
か
ら
毎
年
20

基
設
置
し
て
い
る
。
予
算

の
範
囲
内
で
出
来
る
限
り

購
入
を
進
め
た
い
と
思

う
。

Ｑ
　

消
防
団
員
の
人
数
が

減
っ
て
い
る
が
、
企
業
な

ど
へ
の
働
き
か
け
は
し
て

い
る
か
。

Ａ
　

年
間
の
来
訪
者
数

は
、

平

成

27

年

度

の

１
３
０
０
人
に
対
し
て
平

成
28
年
度
は
５
０
０
０
人

に
な
っ
た
。
展
示
イ
ベ
ン

ト
を
年
間
１
１
５
日
間
を

行
っ
た
。

Ａ
　

平
成
27
年
度
外
国
人

誘
客
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た

が
、
他
言
語
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
か
ら

平
成
28
年
度
の
外
国
人
誘

客
が
20
名
と
な
っ
た
。

Ａ
　

塙
町
竹
活
用
推
進
協

議
会
を
設
置
し
、
竹
パ
ウ

ダ
ー
の
普
及
を
行
う
仕
組

み
作
り
を
始
め
た
。
補
助

金
は
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
製

造
に
係
る
人
件
費
や
協
議

会
事
務
局
人
件
費
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
成
や
体
験
研

修
の
ツ
ア
ー
費
に
充
て

ら
れ
た
。
ま
た
、
竹
パ

ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
野
菜

を
生
産
す
る
場
合
に
限

り
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
補
助

金
を
上
限
30
万
円
で
行
っ

た
。23
件
の
要
望
が
あ
り
、

６
２
５
万
円
支
出
し
て
い

る
。

Ｑ
　

ト
ラ
ク
タ
ー
を
貸
し

出
す
考
え
は
あ
る
か
。

Ｑ
　

備
品
購
入
は
。

Ａ
　

竹
パ
ウ
ダ
ー
を
製
造

す
る
チ
ッ
パ
ー
を
２
台

３
１
１
万
円
、
植
繊
機
１

台
５
４
０
万
円
で
購
入
し

Ａ
　

現
段
階
で
貸
し
出
す

の
は
難
し
い
が
、
地
域
で

遊
休
農
地
を
解
消
す
る
な

ど
の
場
合
は
利
用
規
約
を

作
り
貸
出
を
考
え
て
い
き

た
い
。

て
い
る
。
台
宿
の
体
験
ほ

場
と
し
て
、
25
馬
力
の
ト

ラ
ク
タ
ー
等
を
３
１
８
万

円
で
購
入
し
た
。

地方創生加速化事業補助金で購入したトラクター（台宿）

Ａ
　

切
り
花
関
係
の
協
議

会
に
２
０
８
万
６
０
０
０

円
の
補
助
金
。
ダ
リ
ア
の

Ｐ
Ｒ
に
３
０
０
万
円
の
委

託
料
を
支
出
し
て
い
る
。

　

売
上
額
は
、
切
り
花
や

提
携
先
経
由
で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
で
参
加
し

た
際
の
売
り
上
げ
、
26
件

の
ふ
る
さ
と
納
税
、
台
宿

で
の
切
り
花
体
験
料
、
協

Ａ
　

ダ
リ
ア
の
Ｐ
Ｒ
事
業

は
あ
く
ま
で
町
の
Ｐ
Ｒ
で

あ
る
。

力
隊
の
売
り
上
げ
の
半
分

で
総
額
１
０
５
９
万
１
０

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
度
は
売
上
総
額

９
３
０
万
円
で
あ
っ
た
。

Ｑ
　

そ
の
他
の
Ｐ
Ｒ
経
費

も
相
当
か
け
て
行
っ
て
い

る
の
で
は
。
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決算審議決算審議ここが

聞きたい！ 決算審議



◎
平
成
29
年
度
塙
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

２
億
６
７
８
６
万
３
０

０
０
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
額
を
59
億
６
９
３
１

万
４
０
０
０
円
と
す
る
。

Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
再
構

築
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス

テ
ム
改
修
費
の
増
、
湯
遊

ラ
ン
ド
は
な
わ
空
調
設
備

工
事
の
増
、
各
行
政
区
か

ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め

の
農
業
施
設
改
良
費
の
増

な
ど
。

予算を増額した主な事業

道路維持費（年 4 回を見込んだ除雪機械借上料、塙棚倉線交差点改良工事ほか） 3500 万円

農業施設改良費（農業用生コンクリート代、町単独土地改良事業補助金） 500 万円

湯遊ランドはなわ特別宿泊施設 1 階ロビー 2 階客室空調工事 266 万円

有害鳥獣被害防止措置牧柵設置補助 200 万円

ふるさと納税広告料等 140 万円

埋蔵文化財の試掘費 53 万円

カメラ付き LED 防犯灯器具（8 台） 32 万円

森ノ根集会所増築工事 23 万円

稲沢集会所修繕 20 万円

質
問
　

塙
棚
倉
線
交
差
点

改
良
事
業
内
容
と
は
。

答
弁
　

上
渋
井
の
踏
切
付

近
と
五
差
路
に
指
示
ペ
イ

ン
ト
を
行
う
。
ま
た
、
路

側
線
の
ほ
か
に
車
の
ス

ピ
ー
ド
を
減
速
さ
せ
る
た

め
の
点
々
を
表
示
す
る

ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
対
応
を

予
定
。

質
問
　

電
気
牧
柵
の
補
助

申
請
は
、
１
名
で
は
で
き

な
い
の
か
。

答
弁
　

行
政
区
の
申
請
ま

た
は
２
名
以
上
の
団
体
に

補
助
を
し
て
い
る
。
行
政

区
の
承
認
が
あ
れ
ば
１
名

の
申
請
で
も
補
助
を
出
し

て
い
る
。

質
問
　

カ
メ
ラ
付
き
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
は
ど
こ
に
設
置

す
る
の
か
。

答
弁
　

４
支
部
の
防
犯
協

会
に
各
２
台
ず
つ
配
布

し
、
設
置
場
所
は
検
討
し

て
頂
く
。

質
問
　

森
ノ
根
集
会
所
の

増
築
と
は
。

答
弁
　

区
民
か
ら
の
要
望

で
、
掃
除
用
具
や
草
刈
り

関
係
の
物
置
と
し
て
増
築

す
る
。

質
問
　

稲
沢
集
会
所
の
修

繕
と
は
。

答
弁
　

ト
イ
レ
を
和
式
か

ら
洋
式
に
す
る
改
修
や
床

の
修
繕
、
屋
根
の
塗
装
を

予
定
。

　

平
成
28
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定

は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
本
会
議
で
報

告
を
行
っ
た
。
な
お
、
「
少
数
意

見
の
留
保
」
が
あ
り
少
数
意
見
報

告
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
報
告

者
含
め
３
名
の
議
員
が
討
論
を

行
っ
た
。
討
論
と
は
、
議
会
に
対

す
る
「
賛
成
・
反
対
」
の
旨
と
そ

の
理
由
を
述
べ
て
、
他
の
議
員
を

自
己
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
発
言
を
い
い
、
採

択
一
覧
は
別
記
の
と
お
り
。

認定第5号　平成28年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定採決状況一覧
○賛成×反対△欠席等　議長（大縄武夫）は採決に加わらない

議　　　案

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁
　

光

吉
田
克
則

鈴
木
　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

議決結果

（賛成：反対）

認定第5号 平成28年度公共下
水道事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ △ ○ × ― 可決（９：３）

道
義
的
な
責
任
問
題

　

過
去
に
消
滅
時
効
を
迎
え
て
い
た
事

柄
と
は
い
え
、
公
共
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
不
納
欠
損
処
理
し
た
３
件
の

中
に
現
職
議
員
が
含
ま
れ
て
お
り
、
法

律
的
に
は
問
題
が
な
く
て
も
、
大
切
な

税
金
か
ら
報
酬
を
い
た
だ
い
て
い
る
議

員
と
し
て
は
、
道
義
的
に
責
任
が
あ
る

も
の
と
思
う
。

町
税
で
成
り
立
つ
事
業

　

平
成
28
年
度
塙
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
受
益
者
負
担
金
の
不
納
欠
損
処
理
に

お
い
て
、
公
職
に
あ
る
者
が
含
ま
れ
て
い

る
。
下
水
道
事
業
の
歳
入
に
は
、
一
般
会

計
か
ら
多
額
の
繰
入
金
と
し
て
お
金
が

入
っ
て
お
り
、
町
民
一
人
一
人
の
税
金
が

使
わ
れ
下
水
道
事
業
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
る
。

適
正
な
処
理
を
し
た
も
の

　

今
回
、
下
水
道
事
業
で
の
不
納
欠
損

は
、
適
正
に
処
理
す
べ
き
損
益
計
算
書

上
で
損
失
処
理
を
行
い
、
貸
借
対
照
表

の
資
産
か
ら
控
除
を
行
っ
た
も
の
で
、

監
査
制
度
で
の
判
断
と
し
て
も
妥
当
だ

と
思
わ
れ
る
。
監
査
報
告
の
中
で
、
不

納
欠
損
処
理
を
今
ま
で
積
極
的
に
行
わ

な
か
っ
た
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の

債
権
を
徴
収
す
べ
き
時
期
は
、
時
効
の

完
成
以
前
で
、
徴
収
財
産
な
ど
の
差
し

押
さ
え
を
す
べ
き
だ
っ
た
。

鈴木安次議員吉田広明議員

賛成賛成

　

平
成
28
年
度
下
水
道
受

益
者
負
担
金
不
納
欠
損
処

理
に
係
る
事
項
に
つ
い

て
、
監
査
請
求
を
求
め
る

決
議
が
提
出
さ
れ
た
。
請

求
理
由
は
、
公
職
に
あ
る

者
を
町
長
が
決
裁
し
た
経

緯
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
。
１
議
員
が
賛
成
討
論

を
行
い
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。
次
ペ
ー
ジ
に
、

監
査
員
か
ら
の
結
果
公
表

を
掲
載
。

反対反対

吉田克則議員

賛成 反対※
不
納
欠
損
処
分
と
は
、
債
権
の
放
棄
と
は
別
も
の
で
消
滅
し
た
債
権
な
ど
を
会
計
処
理
す
る
こ
と
。

　

「
少
数
意
見
の
留
保
」
と
は
、

委
員
会
の
表
決
の
結
果
、
多
数
を

得
ら
れ
ず
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
意
見
に
つ
い
て
、
本
会
議
に
お

い
て
、
自
ら
の
意
見
を
少
数
意
見

と
し
て
認
め
ら
れ
る
権
利
。

？ 認認

定
第
５
号？
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補正
予算

主
な
質
疑

議案
審議

３
議
員
が
討
論

議
員
が
討
論

３
議
員
が
討
論

公
共
下
水
道
事
業
決
算
認
定
で

監査
請求

道路維持費、農業施設改良費など増額道路維持費、農業施設改良費など増額道路維持費、農業施設改良費など増額



　地方自治法第 98 条２項の規定に基づき、塙町議会から請求のあった監査を実施したので、地
方自治法第 199 条第 9 項の規定により下記のとおり監査結果を公表する。

　　平成 29 年 9 月 2 ９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塙町監査委員　　石　川　昭　彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　小　峰　由　久

記
第１　議会からの請求
　１　請求日
　　　平成 29 年 9 月 14 日　
　２　監査請求内容（請求原文）
　　　「平成 28 年度下水道受益者負担金の不納欠損処理に関する事項」
　　　・町長が公職にある者の受益者負担金を不納欠損と判断した具体的理由は何か
　　　・町長が公職にある現職議員と知りながら今後も徴収の見込みがたたないため徴収を諦め
　　　　た理由は何か。また理由は正当か。
　　　・公職にある者を不納欠損処分に至るまでの対応は適当か。事務手続きは適正か。

第２　監査の実施
　１　監査期間
　　　平成 29 年 9 月 19 日から平成 29 年 9 月 28 日まで
　２　監査の方法
　　　　当該受益者負担金徴収関係書類及び不納欠損処理関係書類等の提出を求め閲覧精査、ま
　　　た担当部門からの聴取等必要と思われる監査手続きを用い、その正確性と合法性を検証した。
　　　（関係法令等）　地方自治法　地方税法　民法　都市計画法　塙町下水道受益者負担および

　　　　　　　　　　分担に関する条例　塙町財務規則　判例、裁判例　その他

　３　監査の着眼点
　　　平成 28 年度下水道事業受益者負担金不納欠損処理に関する事務取扱の適正性。
　　　なお、本件監査に際し監査請求内容における「公職にある者」、「公職にある現職議員」に
　　　関しては法令上および事務取扱上において特に考慮すべき事項、条件ではないと判断した。

第３　監査結果および意見
　　　平成 28 年度に以下の 3 件（3 名分）について下水道事業受益者負担金の不納欠損処理が
　　　為された。

【不納欠損処理の明細と経緯】

受　益　者 A B C

地域の供用開始 平成 15 年 　平成 16 年　 平成 17 年

負担金賦課日 18 年 6 月 30 日 17 年 8 月  1 日 17 年 8 月 1 日

督促日 (　不 明　) 18 年 2 月 14 日 18 年 2 月 14 日

督促納期限 19 年 3 月 31 日 18 年 2 月 23 日 18 年 2 月 23 日

消滅時効成立 24 年 3 月 30 日 23 年 2 月 22 日 23 年 2 月 22 日

不納欠損処理 29 年 3 月 30 日 29 年 3 月 30 日 29 年 3 月 30 日

不納欠損額 466,000 円 183,000 円 346,000 円

　公法上の債権は時効の停止及び中断事由が生じない限り、5 年で時効が完成することとなる。

また、その後は納付義務者が時効が完成したことを主張する ( 援用 ) と否とにかかわらず徴収す

ることはできないし、納付義務者も納付することはできない。つまり地方公共団体の徴収権、債

務者の納付義務は時効期間の経過によって絶対的に消滅することになる。

　よって本件の場合、債務承認等の時効中断措置が為されずに 5 年の時効期間が既に経過してい

るので、消滅時効が成立し債権が消滅していることは明白である。

　次に、時効や執行停止処分により地方公共団体の債権が消滅した場合にはその滞納分を調定か

ら差し引く事後手続きが必要となり、この会計上の内部処理が「不納欠損処理」である。この処

理を怠ると請求権が消滅しているにも拘わらず滞納分の債権として調定に残ってしまうことにな

るし、平成 29 年度よりスタートした公会計制度においても貸借対照表上に消滅した債権を資産

として計上することになってしまう。

　不納欠損処理を行うには長の承認を要するとされているが、長の承認の有無にかかわらず時効

により消滅した債権は無効である。また不納欠損処理が行われていない場合であっても既に消滅

した債権を誤って徴収すれば不当利得となり、誤納金として還付する義務が生じる。

以上の根拠に基づき監査請求に対する監査結果は下記のとおりである。

「町長が不納欠損と判断した具体的理由」

　　不納欠損処理は長の判断によるものではなく、債権の消滅に伴い長の承認を得て行う会計上

　の内部事務手続である。従って恣意的、意図的理由が働く余地はない。

「徴収の見込みが立たないため徴収を諦めた理由」「理由は正当か」

　　時効により徴収権（債権）が既に消滅しているので、諦める云々とは関係なく当然に徴収は

　不可能な状況であった。

「不納欠損処分に至るまでの対応は適当か」「事務手続きは適正か」

　　今般不納欠損処理を実行した事務そのものについては遅れ馳せではあるが特に問題ないと判

　断される。

　　しかしながらこれまでの経緯を見ると、督促納期限後に時効中断対策や強制徴収手続きが為

　されないまま消滅時効に至ってしまった事、更にその後の不納欠損処理も為されずに著しく遅

　延し 28 年度までずれ込んだ事、これらの取扱いは不適切と言わざるを得ず甚だ遺憾である。

監査意見

　公共下水道事業受益者負担金の徴収推進、債権管理については過去の決算審査、定期監査等に

おいて再三問題視し指摘・改善対象としてきたところである。

　「受益者負担金」は住民（受益者）にとって負担の根拠等が解りにくい面があったし、通常の

税債権等とは違い特殊で厄介なものとの誤認識が町側にも働いていたように見受けられる。また、

制定条例もやや大まかで不完全であったことも否めない。このために滞納整理、債権管理にあたっ

ては消極的で甘さと躊躇いが見られ、結果的に多数、多額の長期延滞債権を抱えることになった。

ここ数年は町側の対応にようやく変化向上が見られ、滞納整理と並行して債務者単位で過去の経

過や現状等の調査、請求の可否の検討を行うようになった。この結果少なくとも当該 3 件の債権

については既に消滅時効により徴収権が失効していると判明したので不納欠損処理に至ったもの

である。なお、今後の調査の進展及び関係法令の解釈次第で更に処理対象債権が追加発生する懸

念も否定できない。

住民の信頼維持および受益者の公平性確保のためにも、これを機に滞納整理促進と適正かつ厳正

な事務執行に一段の努力を期待する。

以　　上　

⬇

⬇
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契約

一
般
質
問
と
は

　

議
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
町
の
行
財
政
の
運

営
を
監
視
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
そ
の
議
会
を
構
成
す
る
議
員
に
与
え
ら
れ

た
権
利
で
す
。
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
将
来
へ
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
報
告
や
説
明
を
町
長
に
求
め
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問
は
、
一
般
質
問

議
員
自
ら
が
作
成
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
割
貝
議
員

が
質
問
し
て
い
ま
す
。

町
政
を
た
だ
す

町
政
を
た
だ
す

町
政
を
た
だ
す 意見書

質
問
　

上
渋
井
地
区
に
予

定
さ
れ
て
い
る
チ
ッ
プ
工

場
誘
致
の
経
過
と
進
捗
状

況
は
。

答
弁
　

３
度
の
説
明
会
、

チ
ッ
プ
工
場
の
見
学
、町
、

県
、
工
場
、
地
区
民
と
の

４
者
協
議
を
行
っ
た
が
了

解
は
ま
だ
、
得
ら
れ
て
い

な
い
。

質
問
　

説
明
会
が
４
月
に

な
る
な
ど
、
な
ぜ
遅
れ
た

の
か
。

答
弁
　

話
し
は
少
し
ず
つ

し
て
い
た
が
理
解
さ
れ
な

か
っ
た
。

質
問
　

な
ぜ
町
長
は
先
頭

に
た
っ
て
説
明
会
に
行
く

な
ど
説
得
し
な
か
っ
た
の

か
。

答
弁
　

地
区
へ
の
対
応
の

甘
さ
は
反
省
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

質
問

　

上
渋
井
地
区
の
大
祭
に

行
っ
た
と
き｢

町
に
は
関

係
な
い｣

と
言
っ
た
の
が

大
き
く
誘
致
反
対
に
影
響

し
て
い
る
。
発
言
の
意
図

は
。

答
弁
　

地
区
が
建
設
に
賛

成
、
反
対
す
る
こ
と
に
町

は
関
与
し
な
い
と
い
う
意

味
で
言
っ
た
。

質
問
　

そ
の
よ
う
な
話
に

は
取
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

は
、
失
言
と
認
め
て
謝
罪

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

工
場
誘
致
に
は
い

ろ
い
ろ
な
不
安
や
不
信
感

が
あ
っ
た
。
し
っ
か
り
と

説
明
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

質
問
　

第
３
の
候
補
地
は

考
え
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁
　

考
え
て
は
い
な

か
っ
た
が
そ
う
い
う
方
向

も
必
要
だ
と
思
う
。

質
問
　

地
区
の
90
％
の
人

が
反
対
の
署
名
簿
を
町
に

提
出
し
た
と
、
聞
い
て
い

る
。
誘
致
は
断
念
す
る
の

か
。

答
弁
　

あ
き
ら
め
ず
に
頑

張
る
。

質
問
　

建
設
の
工
期
も
あ

り
間
に
合
わ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答
弁
　

し
っ
か
り
と
対
応

し
て
、
建
設
し
て
ゆ
き
た

い
。

質
問
　

国
保
会
計
の
滞
納

額
は
一
般
会
計
も
上
回
っ

て
い
る
。
解
消
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
た

の
か
。

答
弁
　

被
保
険
者
負
担
の

公
平
を
図
る
た
め
、法
令
、

規
則
要
網
に
基
づ
き
適
正

適
切
な
業
務
遂
行
を
指
示

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

幼
、
小
、
中
教
育
の
英

語
力
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　

飯
土
井
橋
の
上
部
工
整

備
工
事
の
請
負
契
約
が
可

決
さ
れ
た
。
町
道
板
庭
田

野
作
湯
船
線
の
改
良
事
業

の
一
部
と
し
て
平
成
24
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
議
会
で
は
橋
桁
架

設
、
橋
面
塗
装
な
ど
の
工

事
の
提
案
が
あ
っ
た
。
平

成
28
年
度
事
業
で
作
製
し

た
橋
桁
を
設
置
す
る
た

め
、
仮
橋
脚
が
必
要
と
な

り
11
月
以
降
に
河
川
内
の

工
事
が
行
わ
れ
る
予
定

工
事
請
負
者

矢
田
工
業
株
式
会
社

請
負
金
額

５
７
０
２
万
４
０
０
０
円

（
消
費
税
含
む
）

完
成
期
限

平
成
30
年
３
月
16
日

◎
「
全
国
森
林
環
境
税
」

の
創
設
に
関
す
る
　

意
見

書

　

国
は
、
市
町
村
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
す
る
森
林

整
備
等
に
必
要
な
財
源
を

充
て
る
た
め
、
個
人
住
民

税
均
等
割
の
枠
組
み
の
活

用
を
含
め
、
都
市
・
地
方

に
関
わ
ら
ず
全
国
民
に
等

し
く
負
担
を
求
め
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
森
林
環
境

税
（
仮
称
）
の
創
設
に
向

け
て
、
平
成
30
年
度
の
税

制
改
正
に
お
い
て
結
論
を

出
す
と
し
て
い
る
。森
林
・

林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本

的
強
化
を
は
か
る
た
め
、

「
全
国
森
林
環
境
税
」
の

導
入
を
求
め
る
た
め
、
塙

町
議
会
と
し
て
意
見
書
を

可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣

ほ
か
７
行
政
庁
に
意
見
書

を
提
出
し
た
。

　

意
見
書
‥
町
の
公
益
に

関
す
る
事
件
に
つ
い
て
、

町
の
議
決
機
関
で
あ
る
議

会
の
意
思
を
決
定
し
、国
・

県
等
に
表
明
す
る
も
の
。

法
律
に
根
拠
を
お
い
て
、

対
外
的
に
そ
の
意
思
を
表

明
し
、
公
共
の
利
益
の
増

進
を
図
る
議
会
の
権
限

？

？

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

国保会計の
　　滞納解消は

適正、適切な
　業務遂行を指示

チップ用木材集積所（川上地区）

工事中の飯土井橋

鈴　木　　茂

わが町には豊富な木材
がある。有効活用が必
要だ！

町
の
考
え
を
問
う

上
渋
井
チ
ッ
プ
工
場
誘
致
断
念
か

粘
り
強
く
交
渉
す
る
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飯
土
井
橋
工
事

　

請
負
契
約
を
可
決

意見書を国へ提出

「全国森林環境税」
　　　　の創設を
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

町
長
が
不
納
欠
損

処
理
し
た
中
に
現
職
議
員

は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

個
人
情
報
な
の
で

答
え
ら
れ
な
い
。

質
問
　

担
当
課
に
ど
の
様

な
働
き
か
け
を
指
示
し
た

の
か
。

答
弁
　

現
況
を
公
会
計
制

度
に
合
わ
せ
て
判
断
し
た
。

質
問
　

積
極
的
な
徴
収
条

例
を
作
る
気
が
あ
る
の
か
。

答
弁
　

関
係
法
令
、
条
例

を
吟
味
し
て
対
応
す
る
。

質
問
　

健
康
保
険
税
の
滞

納
額
が
１
億
６
５
９
万
円

と
多
額
な
金
額
で
あ
る
が

徴
収
に
向
け
た
町
長
の
決

意
は
。

答
弁
　

詳
細
に
説
明
し
て

徴
収
に
当
た
る
。

質
問
　

差
し
押
さ
え
と
不

納
欠
損
を
町
民
に
ど
の
様

に
説
明
す
る
の
か
。

答
弁
　

徴
収
に
向
け
て
血

の
通
っ
た
行
政
運
営
を
す

る
。
　

子
ど
も
園
建
設
の
設
計
業
者
と
の
食
事
会
は

会
費
制
で
行
っ
た

質
問
　

何
故
実
施
設
計
が

遅
れ
て
い
る
の
か

答
弁
　

基
本
設
計
の
。
進

捗
率
が
95
％
。
園
児
、
先

生
に
と
っ
て
使
い
や
す
い

施
設
に
し
た
い
。
地
質
調

査
も
発
注
し
た
。

質
問
　

実
施
設
計
は
い
つ

で
き
る
の
か
。

答
弁
　

基
本
設
計
が
出
来

て
か
ら
で
あ
る
。

質
問
　

建
設
費
は
12
億
円

と
答
弁
し
て
い
る
が
外
構

工
事
も
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

答
弁
　

外
構
工
事
も
含
ま

れ
て
い
る
。

質
問
　

建
設
財
源
と
補
助

金
は
。

答
弁
　

文
科
省
の
補
助
金

４
５
５
０
万
円
を
平
成
30

年
度
も
同
額
要
望
し
て
い

る
。
ま
た
、
福
島
県
森
林

環
境
交
付
金
１
０
０
０
万

円
と
３
０
０
万
円
を
予
定
。

質
問
　

町
長
は
補
助
金
獲

得
に
向
け
て
何
処
に
ど
の

様
な
働
き
か
け
を
し
た
の

か
。

答
弁
　

基
本
設
計
が
出
来

て
か
ら
国
、
関
係
機
関
に

働
き
か
け
を
行
う
。

質
問
　

補
助
金
、
交
付
金

以
外
の
建
設
費
は
。

答
弁
　
　

過
疎
債
、
公
有

施
設
等
整
備
基
金
な
ど
を

活
用
し
た
い
。

質
問
　

水
郡
線
脇
の
町
道

を
二
車
線
に
し
て
利
便
性

を
図
る
べ
き
で
は
。

答
弁
　

５
ｍ
の
道
路
を
考

え
て
い
る
。

質
問
　

８
月
18
日
設
計
会

社
と
の
面
談
は
ど
の
様
な

内
容
か
。

答
弁
　

設
計
に
関
わ
る

様
々
な
話
が
出
た
が
、
９

月
い
っ
ぱ
い
で
基
本
設
計

が
で
き
る
。

質
問
　

同
夜
町
内
の
飲
食

店
で
町
長
、
教
育
長
、
職

員
と
設
計
会
社
と
で
食
事

会
を
開
い
た
の
か
。

答
弁
　

会
費
制
で
開
い
た
。

質
問
　

談
合
を
疑
わ
れ
る

会
合
は
控
え
る
べ
き
で
は
。

答
弁
　

社
会
通
念
上
の
事

で
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
会

食
を
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

入
札
時
の
不
手
際

に
よ
り
臨
時
議
会
が
開
か

れ
、
町
長
自
身
が
「
給
与

の
減
額
支
給
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
提

案
し
た
が
、
時
期
尚
早
の

意
見
が
多
く
否
決
さ
れ
た

町
長
は
ど
う
受
け
止
め
、

町
の
最
高
責
任
者
と
し
て

再
提
案
す
る
の
か
。

答
弁
　

議
員
各
位
の
意
見

を
重
く
受
け
止
め
、
再
度

提
案
を
考
え
て
い
る
。

質
問
　

入
札
制
度
の
改
善

策
と
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　

要
綱
等
の
点
検
と

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
再
発
防
止

に
努
め
る
。

質
問
　

今
後
ど
の
よ
う
な

流
れ
で
貸
し
出
さ
れ
る
の

か
、
ま
た
入
居
者
の
条
件

や
家
賃
の
設
定
額
・
入
居

者
の
募
集
方
法
は
。

答
弁
　

目
的
に
合
っ
た
条

例
案
を
検
討
し
て
い
る
の

で
、早
急
に
お
示
し
し
た
い
。

質
問
　

子
供
た
ち
の
工
夫

や
創
造
性
を
引
き
出
す

「
木
育
」
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
進
め

た
事
業
だ
が
、
進
捗
状
況

と
今
後
特
に
重
視
す
る
取

り
組
み
は
。

答
弁
　

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト

宣
言
に
向
け
て
取
り
組

み
、
準
備
も
整
い
年
内
に

宣
言
を
し
た
い
。

質
問
　

児
童
教
育
の
向
上
・

産
業
の
振
興
と
し
て
、
多

方
面
に
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト

事
業
を
絡
め
、
塙
町
の
良

さ
・
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

し
て
い
く
取
り
組
み
を
加

速
化
し「
木
の
町
は
な
わ
」

の
木
育
ブ
ラ
ン
ド
化
を
、

ど
う
描
い
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

町
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
林
業
と

共
に
生
き
る
町
を
示
し
て

い
き
た
い
。

質
問
　

(

仮
称)

こ
ど
も

園
に
、
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
事

業
を
絡
め
た
施
設
の
設
置

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

子
育
て
支
援
エ
リ

ア
に
木
育
施
設
を
設
置
す

る
計
画
で
い
る
。

質
問
「
木
の
町
は
な
わ
」

な
ら
で
は
の
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
事
業
の
要
は
、
人

材
育
成
が
必
要
不
可
欠
と

思
う
が
。

答
弁
　

塙
工
業
高
等
学
校

と
の
連
携
や
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
事
業
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。

質
問
　

今
年
度
ま
で
の
事

業
で
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
塙
町
な
ら
で
は
の

企
業
誘
致
で
あ
る
が
、
頓

挫
す
れ
ば
県
と
の
信
頼
関

係
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
。
今
後
、
町
長
は

県
と
の
信
頼
関
係
を
ど
う

築
い
て
い
く
の
か
。

答
弁
　

こ
れ
ま
で
以
上
に

信
頼
関
係
を
築
き
、
協
力

を
得
な
が
ら
道
筋
を
つ
け

て
い
く
。

　

過
疎
債
‥
過
疎
対
策
事

業
債
と
い
い
、
過
疎
地
域

に
指
定
さ
れ
た
市
町
村
に

対
し
て
発
行
が
認
め
ら
れ

る
特
別
債
。

？

？

局面打開に全力を注ぐ

遠野興産 ( 株 )
企業誘致のゆくえは

林
業
と
共
に
生
き
る
町
づ
く
り

を
示
す

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
の
目
指
す

と
こ
ろ
は

子ども園建設予定地木育キャラバン in はなわ

本当に町民のための政治が
行われているのであろう
か。一議員としてこれまで
も。これからも

鈴木　安次

受益者負担金の不納欠損
処分した中に現職議員は

町の考えを問う

個人情報なので答えられない

町
の
考
え
を
問
う

塙
町
の
汚
名
返
上
と

信
頼
回
復
を 

局
面
打
開
と
名
誉
挽
回
に

全
力
で
励
む 

明けない夜はない。
止まない雨もない。
過ぎ去らない嵐もない。
町民の皆様、希望を胸に！！

七宮　広樹
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

塙
町
に
戻
っ
て
く

る
若
者
は
少
な
い
。
農
業

の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

人
口
減
少
や
高
齢

者
の
増
加
等
に
よ
り
、
新

規
就
農
者
が
少
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
生
産
者
が

直
接
天
領
の
郷
は
な
わ
と

契
約
を
交
わ
し
て
販
売
で

き
る
体
制
と
な
っ
た
。
現

在
２
４
０
名
が
生
産
者
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

地
域
で
、「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
て
担
い

手
を
中
心
に
農
業
経
営
が

出
来
る
体
制
へ
と
結
び
付

け
た
い
。

質
問
　

遊
休
農
地
の
現
状

は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
　

荒
廃
農
地
は
平
成

28
年
度
末
で
約
３
０
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
町
で

は
、
中
山
間
直
接
支
払
交

付
金
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
に
よ
り
、
荒
廃
農

地
の
増
加
抑
制
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

質
問
　

集
落
営
農
経
営
を

図
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

地
域
で
問
題
点
や

将
来
像
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
行
う
の
が
重
要
で
あ

る
が
、
各
地
域
で
中
心
と

な
る
人
が
い
な
く
、
プ
ラ

ン
作
成
に
至
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
粘
り
強
い
話

し
合
い
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　

町
内
の
歩
車
道
を

フ
ラ
ッ
ト
に
し
た
経
緯
は
。

答
弁
　

前
は
、
歩
道
が
狭

く
歩
行
者
の
通
行
に
支
障

を
来
し
た
り
、
道
路
沿
い

に
は
商
店
も
あ
り
利
便
性

を
考
え
て
考
案
さ
れ
た
。

質
問
　

電
柱
お
よ
び
街
路

灯
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
は
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

電
柱
や
街
路
灯
を

移
動
す
る
際
、
用
地
の
了

解
が
困
難
だ
っ
た
。ま
た
、

電
気
の
配
線
上
難
し
か
っ

た
の
で
出
来
な
か
っ
た
。

今
後
は
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
出

来
る
よ
う
考
え
て
い
き
た

い
。

質
問
　

上
水
道
事
業
は
厳

し
い
の
か
。

答
弁
　

こ
の
ま
ま
で
は
８

年
後
に
は
赤
字
に
な
る
。

31
年
間
水
道
料
金
の
値
上

げ
に
関
す
る
検
討
を
行
わ

な
か
っ
た
。
上
下
水
道
委

員
会
と
も
検
討
し
、
町
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問
　

塙
林
間
工
業
団
地

企
業
連
絡
協
議
会
と
は
。

答
弁
　

企
業
間
の
情
報
交

換
等
を
通
じ
で
、
よ
り
良

い
工
業
団
地
に
し
て
い
く

考
え
か
ら
、
平
成
21
年
に

準
備
会
を
開
催
し
た
。
地

域
振
興
に
寄
与
す
る
目
的

と
し
た
協
議
会
で
あ
る

が
、
８
年
間
協
議
会
が
開

催
さ
れ
て
い
な
い
。
今
年

度
中
に
は
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　

こ
の
よ
う
な
協
議

会
を
活
用
し
て
町
内
か
ら

林
間
工
業
団
地
へ
の
道
路

状
況
を
改
善
で
き
な
い
か
。

答
弁
　

平
成
30
年
度
に
は

調
査
を
行
う
計
画
で
、
今

年
度
中
に
は
、
地
元
住
民

と
の
相
談
会
を
行
う
予
定
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質

問
　

湯

遊

ラ

ン

ド

の

前

年

度

決

算

は
、

１
４
２
２
万
円
の
赤
字
、

賠
償
金
や
資
本
金
の
取
り

崩
し
を
し
て
も
、
近
々
に

資
金
不
足
と
債
務
超
過
に

陥
る
の
で
は
な
い
か
。
本

年
度
か
ら
公
会
計
基
準
を

導
入
目
的
や
連
結
決
算
と

は
。

答
弁
　

情
報
の
開
示
及
び

説
明
責
任
の
履
行
と
財
政

の
効
率
化
、
適
正
化
を
図

る
こ
と
で
、
町
民
に
対
し

て
説
明
責
任
を
有
し
て
い

る
。
地
方
公
共
団
体
関
連

の
塙
町
振
興
公
社
の
財
務

書
類
も
加
え
て
、
連
結
財

務
書
類
と
し
て
処
理
す

る
。

質
問
　

債
務
超
過
に
な
る

が
、
ど
の
様
に
融
通
資
金

を
手
当
し
て
い
く
の
か
、

債
務
負
担
行
為
や
補
填
方

法
は
。

答
弁
　

前
期
末
決
算
で

資
本
金
１
億
円
に
対

し
、

累

積

損

失

額

は

９
８
８
２
万
７
０
０
０
円

ま
で
膨
れ
て
い
る
。
債
務

超
過
に
な
ら
な
い
よ
う
に

指
導
を
行
い
、
単
年
度
黒

字
を
目
指
し
て
行
く
。

質
問
　

累
積
債
務
が
出
た

時
に
、
ど
の
よ
う
な
資
金

手
当
が
あ
る
の
か
。

答
弁
　

他
の
自
治
体
の
例

で
、
第
三
セ
ク
タ
ー
向
け

の
融
資
が
円
滑
に
進
む
よ

う
に
、
町
が
金
融
機
関
と

損
失
保
証
契
約
を
締
結

し
、
町
の
債
務
負
担
行
為

を
設
定
し
て
行
く
方
法
が

あ
る
。

質
問
　

超
高
齢
者
社
会
を

踏
ま
え
、
厚
生
病
院
と
の

連
携
で
、
通
所
介
護
施
設

等
の
計
画
を
進
め
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
あ
る
。
町

運
営
の
施
設
計
画
が
可
能

か
将
来
の
計
画
は
。

答
弁
　

今
後
の
介
護
認
定

者
が
増
加
す
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
施
設
が
不
足
す
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
に

つ
い
て
は
人
員
確
保
が
重

要
な
問
題
で
あ
る
。

質
問
　

十
年
後
は
半
分
の

行
政
区
が
高
齢
化
し
た
区

と
し
て
見
込
ま
れ
る
。「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
サ
ポ
ー

ト
組
織
」
を
作
る
考
え
は

あ
る
か
。

答
弁
　

是
非
、
考
え
て
見

た
い
。最
低
限
の
助
け
は
、

町
と
し
て
の
仕
事
だ
と
考

え
る
。
補
助
す
る
制
度
も

考
え
て
み
る
べ
き
だ
。

町内の歩車道を
フラットにした経緯は

利便性を考えて
考案された

上
水
道
事
業
は
厳
し
い
の
か

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い

塙
林
間
工
業
団
地

　
　

企
業
連
絡
協
議
会
と
は

地
域
の
振
興
に

　
　

寄
与
す
る
目
的

常
豊
小
学
校
跡
地
利
用
で

通
所
介
護
施
設
は

利
活
用
検
討
委
員
会
の
中
で
考
え
た
い

稲刈り前の田園風景

常豊小学校

町
の
考
え
を
問
う

下重　義人

荒廃農地、何か活用
できないかな

湯
遊
ラ
ン
ド
の
決
算
は

危
機
的
状
態
で
は

融
通
資
金
は
金
融
機
関
と

損
失
保
証
契
約
も
あ
る

急務。行財政改革を
しなければ。

吉田　広明

高齢化社会に向けての対応は

高齢者サポート組織を考えたいみたい

今後の農業経営どうなる
町の考えを問う

新規就農者が少ないのが現状
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

定
住
促
進
住
宅
の

工
事
に
つ
い
て
、
受
注
し

た
奥
久
慈
建
築
工
房（
協
）

が
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
を
し
た
の
は
い
つ
か
。

答
弁
　

平
成
27
年
度
か
ら

平
成
28
年
度
の
入
札
参
加

に
係
る
申
請
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
２
月
17
日

に
申
請
さ
れ
、
同
年
４
月

28
日
に
承
認
し
て
い
る
。

質
問
　

塙
町
の
入
札
参
加

資
格
の
中
に
は
、
経
営

事
項
審
査
申
請
書
の
写

し
、
な
い
し
は
経
営
事
項

審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
奥
久
慈
建
築
工

房
（
協
）
は
、
県
の
経
営

事
項
審
査
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
参
加

資
格
が
認
め
ら
れ
る
事
態

と
な
っ
た
の
か
。

答
弁
　

建
設
業
の
許
可
を

有
し
て
い
る
者
を
入
札
参

加
資
格
者
名
簿
に
登
録

し
、
総
合
数
値
が
６
０
０

点
未
満
の
者
、
経
営
事
項

審
査
を
受
け
て
い
な
い
者

を
Ｃ
ラ
ン
ク
と
し
て
い

た
。
建
設
工
事
指
名
業
者

資
格
選
考
委
員
会
で
は

基
準
を
設
け
て
い
た
が
、

１
５
０
０
万
円
の
根
拠
が

建
設
業
法
の
経
営
事
項
の

審
査
と
は
結
び
つ
か
ず
、

組
織
と
し
て
共
有
で
き
な

か
っ
た
。

質
問
　

福
島
県
は
、
県
立

高
校
の
見
直
し
を
表
明
し

て
お
り
１
学
年
３
学
級
未

満
の
高
校
に
つ
い
て
は
再

編
す
る
方
針
と
聞
い
て
い

る
。
塙
工
業
高
校
の
見
直

し
問
題
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

答
弁
　

塙
工
業
高
校
の
生

徒
数
は
大
変
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
存
続
に
つ
い
て

は
、
町
と
し
て
も
県
に
要

望
し
て
い
く
。
ま
た
、
平

成
29
年
度
４
月
現
在
の
生

徒
数
は
、
１
年
生
が
58
名

２
学
級
、
２
年
生
61
名
２

学
級
、
３
年
生
57
名
２
学

級
、
合
計
１
７
６
名
６
学

級
と
な
っ
て
い
る
。
卒
業

生
や
同
窓
会
等
で
の
署
名

運
動
や
他
の
高
校
と
の
連

携
、
町
と
の
協
調
を
進
め

高
校
の
存
続
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

常
豊
小
学
校
・
幼

稚
園
統
合
に
よ
る
学
校
跡

地
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　

地
区
説
明
会
で
は

地
域
の
皆
様
の
意
見
を
う

か
が
い
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
利
用
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
と
話
を
し
て
き

た
。
現
在
、
町
と
し
て
こ

う
し
た
い
と
明
確
な
考
え

は
無
い
。
塙
町
学
校
施
設

等
利
活
用
検
討
委
員
会
を

組
織
し
た
。

質
問
　

町
民
の
方
か
ら
廃

校
に
よ
る
跡
地
利
用
の
提

案
が
さ
れ
た
。
東
白
川
郡

内
一
円
各
小
中
学
校
で
支

援
を
要
す
る
児
童
、
生
徒

を
集
め
て
「
東
白
川
支
援

学
校
」設
置
は
出
来
な
い
か
。

答
弁
　

学
校
施
設
等
利
活

用
検
討
委
員
会
の
中
で
話

し
合
い
を
持
て
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

質
問
　

常
豊
小
学
校
は
文

部
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け

て
い
る
教
育
施
設
で
あ

る
。
役
場
機
能
を
備
え
た

総
合
教
育
施
設
に
活
用
で

き
な
い
か
。

答
弁
　

し
っ
か
り
と
し
た

検
討
を
加
え
た
上
で
、
常

豊
小
学
校
の
再
生
と
言
う

か
次
の
役
目
を
担
う
施
設

に
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

具
体
的
に
は
教
育

委
員
会
・
生
涯
学
習
課
・

学
校
教
育
課
並
び
に
幼
稚

園
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。

答
弁
　

幼
稚
園
は
仮
称
こ

ど
も
園
を
進
め
て
い
る
の

で
難
し
い
。
利
活
用
検
討

委
員
会
の
中
で
貴
重
な
意

見
と
し
て
話
し
合
い
の
中

に
組
み
込
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　

イ
ノ
シ
シ
駆
除
施

策
に
つ
い
て
問
う
。
被
害

状
況
と
駆
除
実
績
は
。

答
弁
　

町
内
全
域
で
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
駆
除
実
施
隊

は
22
名
を
町
か
ら
任
命
し

て
い
る
。
駆
除
実
績
平
成

26
年
度
２
１
３
頭
、
平
成

27
年
度
２
７
６
頭
、
平
成

28
年
度
３
８
８
頭
と
毎
年

捕
獲
頭
数
は
増
え
て
い
る

が
農
作
物
の
被
害
減
少
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
現
状
。

質
問 

被
害
防
止
策
と
駆

除
施
策
は
ど
の
よ
う
に
。

答
弁
　

被
害
防
止
策
と
し

て
、
電
気
牧
柵
・
鉄
柵
設

置
の
設
置
に
補
助
金
を
交

付
し
、
シ
シ
バ
イ
バ
イ
忌

避
資
材
の
貸
し
出
し
も
し

て
い
る
。
駆
除
施
策
と
し

て
、
１
頭
２
万
円
の
補
助

を
実
施
し
、
補
助
金
を
活

用
し
て
く
く
り
罠
の
資
材

箱
罠
の
購
入
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

質
問
　

罠
免
許
取
得
の
補

助
・
猟
犬
の
補
助
は
出
来

な
い
か
。

答
弁
　

罠
で
捕
獲
し
た
際

に
、
事
故
も
あ
っ
た
の
で

一
般
の
方
に
広
め
て
捕
獲

す
る
の
は
困
難
。
猟
犬
の

補
助
は
町
と
し
て
対
応
は

難
か
し
い
。

学校跡地に役場機能を一
部移転すれば、人が集ま
り常豊地区の振興につな
がるのでは。

吉田　克則

イ
ノ
シ
シ
駆
除
対
策
は

被
害
防
止
柵
設
置
に
補
助
金

食育の目的・内容は

健全なる食生活を実践

定住促進住宅の入札参加資格は
町の考えを問う

1500万円の根拠が建設業法の経営事項審査と結びつかなかった

食
育
の
内
容
は
。

答
弁
　

食
育
は
生
き
る
う

え
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、

子
供
た
ち
が
食
に
関
す
る

知
識
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
を
選
択
す
る
力
を
身
に

つ
け
健
全
な
る
食
生
活
を

実
践
で
き
る
力
を
育
む
こ

と
。
学
校
の
全
教
育
活
動

を
通
じ
て
食
育
に
関
す
る

指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。

食
事
の
重
要
性
、
食
事
の

喜
び
楽
し
さ
、
健
康
増
進

の
う
え
で
望
ま
し
い
栄
養

や
食
事
の
取
り
方
を
理
解

し
自
ら
自
己
管
理
し
て
い

く
能
力
を
身
に
つ
け
る
等

の
指
導
を
し
て
い
る
。

質
問
　

学
校
教
育
で
は
食

育
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か
。
食
育
の
目
的
、

高縁　光

人口減少はすべてのも
のに問題を起こす。

常
小
跡
地
利
用
は
総
合
教
育
施
設
に

施
設
利
活
用
検
討
委
員
会
で
検
討

伝統ある塙工業高等学校

塙
工
業
高
校
の
存
続
問
題
は

存
続
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
く

町
の
考
え
を
問
う

常豊小学校の運動会
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・
定
住
促
進
住
宅
新
築
工

事
調
査
に
関
す
る
決
議

　

定
住
促
進
住
宅
新
築
工

事
入
札
に
関
す
る
百
条
委

員
会
設
置
の
発
議
が
出
さ

れ
否
決
さ
れ
ま
し
た
。（
賛

成
６
：
反
対
７
）
百
条
委

員
会
と
は
、
自
治
体
の
事

務
に
関
し
て
疑
惑
や
不
祥

事
が
あ
っ
た
際
、
事
実
関

係
を
調
査
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
１
０
０
条
に
基

づ
い
て
地
方
議
会
が
設
置

す
る
特
別
委
員
会
の
こ
と

を
い
い
、
関
係
者
の
出
頭

や
証
言
、
記
録
提
出
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど

強
い
調
査
権
限
を
持
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

案
件
を
監
査
請
求
す
る
よ

う
求
め
る
発
議
も
出
さ
れ

た
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
賛
成
５
：
反
対
７
）

・
町
長
の
給
料
の
減
額
支

給
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

定
住
促
進
住
宅
新
築
工

事
の
入
札
に
関
し
て
、
不

適
切
な
事
務
執
行
が
あ
っ

た
た
め
、
町
の
最
高
責
任

者
と
し
て
、
給
料
月
額
の

１
割
を
３
カ
月
減
額
処
分

と
す
る
条
例
が
提
出
さ
れ

否
決
さ
れ
ま
し
た
。（
賛

成
６
：
反
対
７
）
賛
否
が

分
か
れ
４
議
員
が
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
及
び
８
月
８
日
に
第
４
回
・
第
５
回
臨

時
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回

　
　

臨
時
会

臨時
議会

定住促進住宅新築工事

百条委員会設置を否決百条委員会設置を否決百条委員会設置を否決百条委員会設置を否決百条委員会設置を否決

第
５
回

　
　

臨
時
会

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
　

職
員
の
超
過
勤
務

は
、
自
己
申
告
型
と
聞
く

が
、
超
過
勤
務
命
令
票
の

取
り
扱
い
現
状
は
。

答
弁
　

命
令
外
時
間
が
あ

る
と
承
知
し
て
る
。

業
務
は
益
々
、
多
様
な
項

目
が
増
え
て
い
る
が
、
綱

紀
粛
正
に
努
め
、
更
な
る

改
善
を
目
指
す
。

質
問
　

補
助
金
の
検
証
・

見
直
し
が
必
要
だ
と
感
じ

る
が
、

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実

態
は
。

答
弁
　

監
査
委
員
か
ら
も

指
摘
さ
れ
、
財
政
計
画
に

も
盛
り
込
ん
で
お
り
、
事

業
が
滞
る
こ
と
の
無
い
よ

う
丁
重
な
説
明
・
議
論
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　

今
後
、
Ｉ
Ｔ
関
連

の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
る
。

将
来
の
Ｉ
Ｔ
事
業
の
職
員

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

シ
ス
テ
ム
上
の
関

連
も
あ
り
、
技
術
職
を
町

で
保
有
す
る
の
は
難
し

い
。ク
ラ
ウ
ド
化
事
業
は
、

広
域
で
の
対
応
に
よ
り
費

用
の
圧
縮
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
平
成
35
年
度
を
目

途
に
共
同
利
用
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問
　

泉
崎
村
は
、
パ
ソ

コ
ン
業
務
は
午
前
中
に
集

中
し
て
業
務
を
処
理
。
見

習
っ
て
頂
き
た
い
。

答
弁
　

是
非
検
討
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
職

員
一
同
努
力
し
て
行
き
ま

す
。

質
問
　

農
林
業
の
増
収

ア
ッ
プ
が
必
須
で
す
。
農

産
物
ブ
ラ
ン
ド
作
り
に
つ

い
て
問
う
。

答
弁
　

農
業
は
、
冬
季
間

の
作
物
栽
培
、
法
人
化
に

よ
る
生
産
力
向
上
を
目
指

す
。
林
業
は
、
県
の
森
林

再
生
事
業
、
国
の
高
性
能

機
械
導
入
の
補
助
事
業
を

進
め
て
い
る
。

質
問
　

町
営
住
宅
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
状
況
は
。
　
　

答
弁
　

町
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
が
あ
り
、
今
年
定

期
点
検
の
年
で
、
長
期
的

に
使
え
る
よ
う
に
対
応
策

は
講
じ
て
い
く
。

庁舎内の改革どう進める
町の考えを問う

綱紀粛正に努め改善を目指す

次世代のために
今行動中

青砥　與蔵

農
林
業
の
行
政
サ
ポ
ー
ト
は

補
助
事
業
に
よ
り
進
め
る

　

昨
年
の
宮
田
町
長
誕
生
か

ら
、
幾
度
か
傍
聴
に
来
て
お
り

ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
・
財
政
状

況
の
中
、
民
間
出
身
の
宮
田
町

長
が
町
民
目
線
で
の
町
政
を
ど

う
進
め
て
い
く
か
、
手
腕
を
期

待
し
て
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
立
つ
町
議
会
議

員
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
事

前
に
何
点
も
の
資
料
を
準
備
し

て
質
問
席
に
立
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
対
し
行
政
側
の
答

弁
は
い
ま
い
ち
噛
み
合
わ
な
い

点
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
も
う
一

歩
踏
み
込
ん
だ
熱
い
議
論
、
白

熱
し
た
論
戦
が
あ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

議
会
で
の
質
問
・
答
弁
が
、

傍
聴
席
側
か
ら
聞
き
取
り
に
く

い
の
で
、
は
っ
き
り
声
を
出
す

話
し
方
を
し
て
ほ
し
い
。
傍
聴

者
に
は「
一
般
質
問
通
告
一
覧
」

と
い
う
資
料
が
渡
さ
れ
る
が
、

持
ち
時
間
内
に
質
問
が
終
わ
ら

ず
傍
聴
者
が
聞
き
た
い
質
問
内

容
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

残
念
に
思
う
。
議
会
終
了
後
傍

聴
者
に
「
省
略
さ
れ
た
聞
き
た

い
質
問
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
と
り

「
は
な
わ
議
会
だ
よ
り
・
追
跡

レ
ポ
ー
ト
」
で
取
り
上
げ
て
も

ら
い
た
い
。

芳賀佳海さん
（栄町）

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は
。

―
傍
聴
さ
れ
た

　
　

感
想
は
ど
う
で
し
た
か
。

―
議
員
に
対
す
る

　
　

要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

もう一歩踏み込んだ
熱い議論、

白熱した論戦を

ひとことインタビューひとことインタビュー
　9 月定例会の傍聴者数はのべ 53 人でした。傍聴された方の
中から、芳賀佳海さんに傍聴した感想などをインタビューしま
した。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
‥
Ｐ
ｌ

ａ
ｎ
（
計
画
）
→
Ｄ
ｏ
（
実

行
）
→
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
（
評

価
）→
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ（
改

善
）を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

業
務
を
改
善
し
て
い
く
手

法
。

？

？
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育
園
の
定
員
は
70
名
で

　
　

あ
る
が
現
在
85
名
の
保

育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
新
し

く
建
て
ら
れ
た
保
育
室
に
よ

り
保
育
状
況
に
つ
い
て
は
問

題
な
い
と
思
わ
れ
る
。
新
し

い
施
設
は
や
や
天
井
が
低
い

も
の
の
暑
さ
に
つ
い
て
は
ク
ー

ラ
ー
で
対
応
で
き
て
い
る
。
現

状
で
は
よ
く
や
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
８
月
か
ら

保
育
士
が
３
名
不
足
と
な
り

代
わ
り
の
保
育
士
を
募
集
し

て
い
る
が
集
ま
ら
ず
、
代
替

え
保
育
士
で
対
応
す
る
し
か

な
い
状
況
で
あ
る
。
保
育
園

の
問
題
点
は
、
保
育
士
の
不

足
で
あ
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
塙
保
育
園
で
は
給
与
体
系

に
ラ
ン
ク
付
け
を
行
い
、
保

育
士
の
確
保
に
努
め
て
い
る

も
の
の
現
状
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

委
員
の
意
見
と
し
て
、
足

り
な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
な

く
常
に
フ
リ
ー
の
保
育
士
や

正
規
の
保
育
士
を
１
か
ら
２

名
確
保
し
て
お
く
べ
き
で
あ

る
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
各
自
治
体
が
保
育

士
の
取
り
合
い
に
な
っ
て
い

る
も
の
の
塙
町
の
こ
ど
も

達
、
そ
し
て
町
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
保
育
士
の
確

保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
　

町
議
会
と
し
て
、
現
地
調
査
の

　
　

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
６
月

27
日
遠
野
興
産
㈱
山
田
第
二
工
場
を

調
査
し
た
。
騒
音
ホ
コ
リ
共
に
想
定

し
て
い
た
ほ
ど
う
る
さ
く
な
く
、
ホ

コ
リ
も
外
に
出
な
い
構
造
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
何
ら
問
題
は
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
　

業
か
ら
19
年
が
経
過
し
施
設
全

　
　

体
の
痛
み
が
目
立
っ
て
き
た
の

で
現
地
調
査
を
し
た
。

　

大
広
間
の
屋
根
を
見
た
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
剥
離
し
て
い
て
痛
み
が
想

像
以
上
に
激
し
い
。
ま
だ
修
理
の
計

画
は
な
い
と
の
話
で
あ
る
。

　

多
目
的
交
流
施
設
（
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
）
を
見
た
が
一
階
外
の
縁
側
は

腐
っ
て
い
て
、
寝
室
ま
で
蟻
が
徘
徊

し
て
い
て
お
金
を
取
れ
る
施
設
で
は

な
い
。

　

町
長
も
挨
拶
以
外
で
は
一
度
も
施

設
を
見
に
行
っ
て
い
な
い
。

　
　

薩
摩
酒
造
工
場
の
施
設
は
最
低

　
　

限
の
補
修
は
さ
れ
て
い
た
が
、

敷
地
外
側
の
盛
土
の
多
さ
に
は
驚
い

た
。

　

東
白
衛
生
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分
場

の
残
土
を
運
び
込
ん
で
い
る
が
、
水

が
命
の
酒
造
工
場
利
用
に
在
っ
て
は

命
と
り
で
あ
る
。

　

町
政
執
行
の
一
貫
性
が
疑
わ
れ
る

事
態
で
あ
る
。　

　

町
長
も
町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
を
望

む
。

保保

塙塙

委員会
レポート

総務常任委員会

待機児童解消のため増築
された後の保育園の調査

経
済
常
任
委
員
会

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基

金
事
業
の
進
捗
状
況
現
地
調
査

開開

旧旧

「
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
」

　
　

建
築
物
等
の
現
況
調
査

「
旧
薩
摩
酒
造
工
場
」

　
　

建
築
物
等
の
現
況
調
査

21　塙町議会だより第 140号

追跡追跡追跡
レポート

あの質問どうなった？どうなった？どうなった？
　議員の一般質問の中からピックアップし、

その動き・現在の状況を調査します。

●平成 28 年 9 月定例会●平成 28 年 12 月定例会●平成 29 年 3 月定例会
　

　選挙公約であった地域密着型の老人ホーム

をどのようにして造るのか。

　町が強く運営に関わり入居者が安心できる

施設にしたい。

　今後は、試案をつくってから詳細な内容を

考えていきたい。できるだけお金をかけずに、

施設建設のための予算や工程を含めて検討し

ていきたい。

　現在進行中の各事業を、最優先して進めて

いるところである。民間で事業所開所の動き

もあり、今後の情勢を見守っているところで

ある。また、関係課へ情報収集等、調査を指

示しているところである。

　今後の敬老会の実施内容について。

[ 経過 ]

平成 28 年 12 月町振興計画

　各行政区毎に実施を考えており対象者一人

に 3000 円を補助金として交付したい。
平成 29 年 3 月定例会

　町開催と行政区との 2 本立てとしたい。

どちらも出欠を取り、行政区の場合は一人

3000 円を補助したい。
平成 29 年 6 月定例会

　敬老会対象者を 80 歳以上に引き上げ、祝

い金を一律 5000 円とする。町開催と行政区

との 2 本立てで開催する。

行政区単独で実施

　矢塚区、森之根区、小高区

隣接区合同敬老会 ( 湯遊ランド )　

　片貝区、那倉区、大蕨区、大畑区、湯岐区、

　折篭区、田代区、山形区、田野作区

町主催の敬老会　

　上記以外の行政区

　次年度の開催については、今年度の実施状

況を総括、検討の上実施したい。

今後の敬老会は 町長公約老人ホーム
どう実現させる

今後

質問質問質問

選挙公

質問質問質問

町開催と行政区との
2本立てで開催したい

財政硬直化のシグナル

[ 経過 ]

答弁答弁答弁

町が強

答弁答弁答弁

その後その後その後 その後その後その後
町開催ほか行政区単独や隣
接区合同敬老会を実施した

現在進行中の
　　各事業を最優先

増設した保育施設の調査
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議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

　

選
挙
の
と
き
だ
け
で
な

く
、
普
段
議
員
と
町
民
が

意
見
を
交
え
る
の
は
と
て

も
よ
い
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
町
政
は
停
滞
す
る
。
他

の
市
町
村
で
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
よ
う
な
腐
敗
も
起

こ
る
。
だ
か
ら
、私
も「
議

会
だ
よ
り
」
で
意
見
を
述

べ
、
不
明
な
点
に
つ
い
て

の
質
問
も
し
て
き
た
。
残

念
な
の
は
、
議
員
か
ら
の

そ
れ
に
対
す
る
意
見
が
聞

け
な
い
こ
と
だ
。
選
挙
の

と
き
は
多
く
の
候
補
者
が

顔
を
見
せ
、
抱
負
を
述
べ

て
く
れ
た
の
に
、
そ
れ
が

な
い
。
そ
れ
で
は
モ
ニ

タ
ー
の
意
欲
も
薄
ら
ぐ
。

以
前
に
も
書
い
た
が
、
大

切
な
こ
と
な
の
で
こ
こ
で

も
一
言
。

荒川　紘さん
（常豊地区）

私もひとこと
委嘱されたモニターさん１人に議会だよりについてご意見をいただきました。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

・対象者や次年度対象者の割合なども分かるといいと思う。また、年々
　増えるのであればグラフで表現すると理解しやすいのではないか。
対応
　対象者見通しがあった方がより記事が深まると思う。今後の参考とし
　たい。

◎敬老会関連記事P2～3

・コンプライアンス（法令順守）となっているとなおよくわかる。
対応
　できるだけ用語説明をおこなっていきたい。

◎一般質問

・上下水道の料金、下水の検査方法、料金がどうなっているのか、もっ
　と分かりやすい説明があってほしい。
対応
　読みやすく分かりやすいよう記事の書き方を工夫していきたい。

◎委員会レポート

・涼やかな蓮の花がとてもきれい。塙にも蓮の花が見れる場所があると
　は知らなかった

◎裏表紙

今
回
は
、議
会
だ
よ
り
１
３
９
号（
平
成
29
年
７
月
21
日
発
行
）に

つ
い
て
、議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
掲
載

し
ま
す
。

声声声

普
段
か
ら
議
員
と

普
段
か
ら
議
員
と

　
　
　

町
民
が
意
見
を
交
え
て

　
　
　

町
民
が
意
見
を
交
え
て

普
段
か
ら
議
員
と

　
　
　

町
民
が
意
見
を
交
え
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２９年７月１日～９月３０日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

29.7.5 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―

29.7.12 総務常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

29.7.12 経済常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

29.7.14 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―

29.7.28 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

29.8.8 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

29.8.8 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.8.8 議員定数等検討協議会 ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○

29.8.30 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ―

29.9.7 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.9.7-14 9 月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.9.8 総務常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

29.9.8 経済常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

29.9.12 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.9.12 議員定数等検討協議会 ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○

29.9.13 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.9.14 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.9.14 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

29.9.14 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―

29.9.28 総務常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

○出席　－該当外

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由とし
て、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、忌引、
傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

　塙町議会ではホームページやフェイスブックで活動状況をお知らせしています。

会議録、自筆の活動報告書や賛否の状況、会議などの出欠、議会だよりに載せきれな

い情報もこちらに掲載しています。  

塙町議会で検索　　　　　　検索

これを見れば議会がわかる

　議会議員と意見交換会をする団体を募集しています。町民または町内に勤務してい

るグループが対象で、少人数でも受け付けています。

お申込みは、議会事務局（TEL43ー2150）までご連絡ください。

議会議員と意見交換しませんか



【
夢
・
未
来
・
み
ん
な
元
気
！

【
夢
・
未
来
・
み
ん
な
元
気
！ 

　
　
　
　
　

東
河
内
豊
年
踊
り
】

　
　
　
　
　

東
河
内
豊
年
踊
り
】

【
夢
・
未
来
・
み
ん
な
元
気
！ 

　
　
　
　
　

東
河
内
豊
年
踊
り
】

塙町議会だより第 140号　24

U
R
L
http://w

w
w
.tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp/

E-m
ai
gikai@

tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp

〒
９
６３

－５
４
９２
福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
大
町
三
丁
目
２
１

TEL０
２
４
７
－４
３
－２１５
０
　
FA
X０
２
４
７
－４
３
－２１１６

発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
大
縄
武
夫

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

広報常任委員会
委 員 長　吉田　克則
副委員長　下重　義人
委　　員　鈴木　安次
委　　員　鈴木　　茂
委　　員　吉田　広明
委　　員　七宮　広樹

み ん な い き い き　VOL．34
皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：東河内豊年踊り保存会
活動場所：東河内公民館
会長：松本　義秋　43-1326

　

毎
年
恒
例
の
豊
年
踊
り
を
開
催
す

る
東
河
内
豊
年
踊
り
保
存
会
の
皆
様

で
す
。
平
成
23
年
か
ら
７
回
目
の
開

催
で
、毎
年
３
０
０
名
以
上
の
来
場
。

東
河
内
区
青
年
会
か
ら
引
き
継
い

だ
有
志
30
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

３
代
目
会
長
の
松
本
さ
ん
の
話
で

は
、「
区
内
の
若
い
人
達
が
積
極
的

に
動
い
て
く
れ
る
の
で
本
当
に

助
か
っ
て
い
る
。
私
ら
が
口
を

挟
む
ほ
ど
で
も
な
い
。
１
０
０

年
続
い
た
伝
統
を
絶
や
し
た
く

な
い
と
皆
が
思
っ
て
協
力
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。」
と
東
河
内

の
豊
年
踊
り
の
伝
統
を
保
存
す

る
為
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
若

い
担
い
手
が
少
な
く
な
る
中
、

事
前
準
備
や
後
片
付
け
を
有
志

だ
け
て
行
い
、
当
日
は
子
供
達

に
水
ヨ
ー
ヨ
ー
を
無
料
で
配
り

ま
し
た
。
友
情
出
演
の
「
奥
州

ず
っ
こ
け
隊
」
が
踊
り
を
披
露

し
、
櫓
太
鼓
の
音
が
始
ま
る
と

共
に
、
多
く
の
参
加
者
が
踊
り
に
加

わ
り
ま
し
た
。
仮
装
の
人
達
も
踊
り

始
め
、
香
ば
し
い
香
り
の
焼
鳥
、
お

で
ん
な
ど
の
露
店
も
保
存
会
が
運

営
。
豪
華
景
品
盛
り
沢
山
の
く
じ
抽

選
が
あ
り
、
大
き
な
歓
喜
の
中
で
終

わ
り
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
歳

入
歳
出
決
算
認
定
を
メ
イ
ン
記
事
に
編
集
し
ま

し
た
。
臨
時
議
会
で
は
不
適
切
な
入
札
問
題
が

あ
り
議
員
発
議
に
よ
る
１
０
０
条
委
員
会
設
置

案
、
98
条
に
よ
る
監
査
請
求
案
は
ど
ち
ら
も
否

決
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
報
酬
を
減
額

す
る
案
も
否
決
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り

で
町
民
の
方
に
分
か
り
や
す
く
議
会
の
決
議
内

容
を
ど
の
様
に
お
伝
え
す
る
か
編
集
会
議
で
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
紙
面
づ
く
り
も
議

会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
に
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け

て
、
広
報
編
集
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

克
則

※議会会議録は、
図書館・議会事
務局、またはホ
ームページでも
ご覧になれます。

議
会
傍
聴
に　
　

お
い
で
く
だ
さ
い 

　

次
回
の
定
例
会
は
、

12
月
14
日
か
ら
開
会

さ
れ
る
予
定
で
す
。
氏

名
の
記
入
な
ど
簡
単
な

手
続
き
で
傍
聴
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

編 集 後 記

東河内豊年踊り保存会の皆様


